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関 係 法 令
政 令
（基督官）
地方公務員災害補償法施行令 9. 1 
南方地域に渡航する者に対して発給する身分証
明書に関する政令の一部を政正する政令 9. 1 
義務教育語学校の教科用図書の無償措置に関す
る法律施行令の一部を政正する政令 9. 21 
府 令
本邦から南方地域に渡航する者及び沖縄から 本
報 第9 4・95号
邦に渡航する者に対して 発給する身分証明書の
発給の申請書等及び身分証明書受領証の様式を
定める総理府令（総理43)
省 令
奨学寄附金委任経理事 務取扱規則の）部を改正
9. 1 
する省令（ 文部16) 9 .  8 
日 本学術振興 会法施行規則（文部17) 9. 2 1  
訓 令
国立大学の附属図書館に置く分館を定める訓令
の一部を改正する訓令 9 .  7 
奨学寄附金受入事務取扱規程の一部を改正する
訓令（文部30) 9 . 8 
国立学校等の職員の休憩時間及び休息時聞に関
する規程（文部31) 9 .  19 
文部省庁舎管理規則（文部32) 10. 12 
規 則
職員の災害補償の一部を改正する規則（ 人事院
16- 0 )  10. 12 
日本学術会議会員 選 挙規則の一部を改正する規
則（日本学術会議1) 10. 25 
俸給の調整額の一部を改正する規則（ 人事院9
- 6 )  
俸給の特別調整額の一部を改正する規則（同9
-17) 
暫定手当の一部を改正する規則（同9-22)
特殊勤務手当の一部を改正 す る 規 則（同 9 -
30) 10. 2 6  
会計検査 院事務総局事務分掌及び分課規則のー
部を改正する規則 10. 31 
告 示
保健婦助産婦看護婦法の規定による免許を得た
後三年以上業 務に従事している准看護婦文は高
等学校を卒業している准看護婦を二年以上教育
する課程（夜間〉 を 増設することを承認した件
（ 文部231) 9 .  2 
短期大学の名称を変更する旨の届出があった件
（文部233) 9 . 23 
教員 養成機関が廃止された件〈 文部234～23 6) 9. 29 
技能審査の認定に関する規則を定める件（文部
237) 10. 9 
厚生年金保険の年金受給権者が現況の届出をす
ベき日を定める件（ 社会保険庁2 4) 10. 23 
大学の位置を変更することを認可した件（文部
238) 10. 2 7  
官庁報告
昭和4 2年 度国家公務員採用 上級甲種試験最終合
格者〈 人事院事 務総長）
同 乙種試験最終合格者（ 。 ) 9.  14 
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学
｜ 第6条 委員 会は， 教授 会の議に基き， 特別の 場 合 を除昭和4 2 年人 事院公示 第i号の一部改 正に関し
決定した件（ 人事院公示11) 10. 20 I き， 前条 第1号に規定する， 選挙 日時および選挙場につ
故吉田茂国葬儀の期日及び場所（総理府） 10. 2s I いて， 選挙投票日15目 前に， 有権者に通知しなければな
学 内 規 則
富山大学教聾部長候補者選挙細則
の制定
富山大 学教養部長候補者選挙細則を次のように制定する
昭和42年9月 6 日
（趣旨）
富山六学長 横田嘉右衛門
富山大 学教 養部長候補者選 挙細則
第1条 富山大学教養部長選考基準 第 6 条 第2 項の規定に
基づき， 富山大学教 養部長候補者（以下「教 養部長候補
者」という。）の選挙に関しては， この細則の定めると
ころtこよる。
（選挙）
第2条 教授会は， 学長から教 養部長候補者の推薦を求め
られたときは， 次の方法により選挙を行ない， 教 養部長
侯補者を決定する。
(1）無記名式単記投票とする。
(2）投票総数が選挙権者の 3分の 2に達しないときは，
再投票を行なう。
(3）有効投票の過半数の得票者を，教養部長候補者とす
る。
(4）有効投票の過半数の得票者がないときは， 高 点者 2
名について投票を行ない， 得票数の多い者を教 養部長
候補者とする。得票数が同数であるときは， 教授会が
定めた者を， 教養部長候補者とする。
(5）投票用紙に記載した， 候補者の氏名が， 何 人を記載
したか確認しがたい投票は， 無効とする。
2 前項の選挙資格者は， 教授会の構成員とする。
第3条 教 養部長侯補者が， やむ得ない事由により辞退し
たときは， 再選挙を行なう。
（選挙管理委員 会〉
第4条 教授会は， 教 養部長候者補選挙に関する事務を管
理するため選挙管理委員会（以下 「委員 会」という。〉
をおく。
2 委員会は， 教授会において，互選された 5 名の委員を
もって構成する。
3 委員会に委員長をおく。委員長は委員の互選による。
第5条 委員会は， 次の事項を管理する。
(1）選挙日時および選挙場の通知
(2）選挙権者， 被選挙権者の確認
(3）有権者名簿の作成および通知
（必投票， 開票の管理ならびに記録
(5) その他選挙に関する事務
（選挙日時および選挙場〉
！ らない。
I 2 第2条 第1 項 第2 号および 第4号による投票ならびに
目 第3 条における再選挙の場合は， 前項の規定にかかわら
ず， 教授会の議を 経て， すみやかにこれを行なうことが
できる。
第7条 委員 会は， 選挙の結果を， すみやかに教授会に報
告するものとする。
（細則の解釈）
第8条 この細則の解釈について， 疑義があるとき， また
は定めのないものは， 教授会の決定に従うものとする。
附 員IJ
この細則は， 昭和4 2 年9月 6 日から施行する。
富山大学債権管理事務取扱要項の
一部改正
富山大 学債権管理事務取扱要項の一部を改正する要項を
次のように制定する。
昭和42 年9月29日
富山大 学長 横田嘉右衛門
富山大 学債権管理事務取扱要項の一部を改正する要項
富山大 学債権管理事務取扱要項（ 昭和32 年7 月1 日制定）
の一部を次のように改正する。
目次 中 3 ・ c ・ Iの「チ 公務員宿舎使用料債権」から
「ヨ 利息債権」までを「リ 公務員宿舎使用料債権」か
ら「タ 利息債権Jとして順次1段ずつ繰り下げ， 「ト
不用物品売払代債権Jの次に「チ 刊行物売払代債権」を
加 える。
本則 中 3 ・ c ・ Iの「チ 公務員宿舎使用料債権」から
「ヨ 利息債権」までを 「リ 公務員宿舎使用料債権」か
ら「タ 利息債権」として順次 1 段ずつ繰り下げ，
「ト 不用物品売払代債権 、L次に
不動産売払代債権の取扱いに準ずる。」
一
「チ 刊行物売払代債権 を加 える。
不動産売払代債権の取扱いに準ずる。」
》
別表 第1債権 発生等通知（報告）義務者一覧表 中， 通知
（報告〉 の義務者の項の「関係 学部長」を「関係部 局長」
に， 担当部局の項の「関係 学部」を「関係部局」に， 「附
肩 学校事務室」を「附属 学校係」に改め， 債権の種類名の
項の「不用物品売払代債権」欄の次に次の 1 欄を加 える。
I i 切売 ｜ I I I i 15 -MI II/ I/II/ i払代債権 ｜ I I I I ！ 一一一一 ｜一一一一「－「－「－「－「一｜ 」
別紙 第4号の 2 の 2書式名を次のように改める。
-2-
不動産売払代債権
製品売払代債権
報
農産物売弘代債権 発生通知内訳書
不用物品売払代債権
刊行物売払代債権
附 則
この要項は， 昭和42年 9月29日から施行し， 昭和42年 9
月1 日から適用する。
富山大学事務介掌内規の一部改正
富山大学事務分掌内規の一部を改正する規則を次のよう
に制定する。
昭和42年10月7日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学事務分掌内規の一部を改正する内規
富山大学事務分掌内規（ 昭和3 9年 2 月10日制定） の一部
を次のように改正する。
第7条を次のように改める。
総務係
(1）会議及び行事に関すること。
（勾 公印の管守に関すること。
(3）文書の収 発， 編集及び保存に関すること。
（ω文書の浄書に関すること。
(5) 出張， 休暇及び勤務時間の管理に関すること。
(6）宿日直に関すること。
(7）職員の各種証明に関すること。
(8) 任免， 給与， 分限， 懲戒及び服務に関すること。
(9) 栄典及び表彰に関すること。
側 共済組合に関すること。
（凶 退職手当に関すること。
（ロ）公務災害補償に 関すること。
同 職員の 健康管理及び福祉に関すること。
(14)職員団体に関すること。
同 人事記録の作成及び保存に関すること。
(16）諸規則の制定， 改廃に関すること。
間 予算決算に関すること。
(18) 物品及び役務の支出負担行為に関すること。（図書
館資料を除く。）
19）物品の管理に関すること。
帥 固有財産の保全及び営繕に関すること。
(2» 諸収入及び現金の出納保管に関すること。
回 給与及び旅費等の支払に関すること。
（均 分館との連絡に関すること。
凶 庶務， 会計の企画及び調査， 統計に関すること。
間 他係に 属しないこと。
受入係
(1）図書館資料の購入手続きに関すること。
昭和42年 9月・10月
(2) 寄贈資料等の受 入れに関すること。
(3）図書館資料の検収及び登録に関すること。
(4）図書館資料の除籍等の拡出しに関すること。
(5）図書館資料の製峠及び修理に関すること。
(6）受入れ資料の調査及び統計に関すること。
董理係
(1）図書館資料の分類に関すること。
ω 図書館資料の件名に関すること。
(3）図書館資料の目録カー ドの作成に関すること。
（ω図書館資料の冊子目録の作成に関すること。
(5）図書館資料の調査及び統計に関すること。
関覧係
(1）図書館資料の閲覧及び貸出しに関すること。
（却 図書館資料の保管に関すること。
(3）閲覧カ」 ドの配列に関すること。
（ω 参考事務に関すること。
(5）文献複写に関すること。
(6）図書館資料の相互貸借に関すること。
(7）閲覧及び貸出しの調査及び統計に関すること。
附 則
この内規は， 昭和 42年10月7日から施行し， 昭和 42月10
月1 日から適用する。
富山大学大学院工学研究科規則の
一部改正
富山大学大学院工学研究科規則の一部を改Eする規則を
次のように制定する。
昭和 42年10月28日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規則
富山大学大学院工 学研 究 科 規 則（ 昭和 42年5 月19日制
定）の一部を次のように改正する。
別表 中工業化学専攻の授業科目「｜分析化学特論I 2 I 
」を
附 則
「｜分析化学特論I 4 I 
」に改める。
この規則は， 昭和42年10月28日から施行し， 昭和 42年5
月22日から適用する。
富山大学薬学部規則の一部改正
富山大学 薬学部規則の一部を改正する規則を次のように
制定する。
昭和42年10月28日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学 薬学部規則の一部を改正する規則
富山大学 薬学部規則（昭和40年1年20日制定）の一部を
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次のように改正する。 ｜第14条本学部各学科において定員および施設等（以下
この規則中「及び」を「および」， 「又は」を 「また ！ 「学生の定員等」という。）に余裕がある場合は，選考
は」に， 「並びに」を「ならびに」に改める。 i の上， 本学部への転部または 本学部内の転科を許可する
第 1 条を次のように改める。 ｜ ことができる。
第 1条富山大学薬学部（以下「本学部」という。）に次I 2 転部および転科の時期は， 一般教育課程が終了したと
の学科をおく。 ｜ きとする。
薬学 科 ｜ 第 15条 中「転部」を「転部および転科」に改める。
製薬化学科 ｜ 第1 6条 中「転部希望者」を「転部および転科希望者」に
第 9条を次のように改める。 ！ 改める。
第g条学生は在学期聞を通じ，一般教育科目，外国語科l 別表 中専門教育科目の表を次のとおり改める。
目および保健体育科目については 63単位以上， 専門教育 i （別紙のとおり）
科目については92単位以上， 合計 1 5 5単位以上を履修取 ｜ 附 則
得しなければならない。
第4章の章名を次のように改める。
第4章転部，転科，転入学および編入学
第 14 条を次のように改める。
この規則は， 昭和4 2年10月2 8日から施行し， 昭和4 1年4
月 1日から適用する。ただし， 昭和4 2年度において 3年次
および4 年次の学生については， なお従 前の例による。
専 門 教 育 科 目
必修科目63単位， 選 択科目29単位以上C©印9単位以上含む）
合計92単位以上を履修取得しなければならない。
][! 2 
｜す｜ 備考 ｜｜ 授 業 科 目 ｜す｜ 備 考 ｜｜ 授 業 科 目 ｜す｜ 備考 ｜｜ 授 業 科 目 ；す｜ 備 考
ii （選棚田〉 」l_ l j c峨科目〉 ｜ ｜ 
1 1©薬品製造工学1�1-11 有 機化学Ii� － －一一 一 一一
薬
授 業 科 目
（必修科目）
無機 化 学I 1 
有機化学II 4 
I/ II©，）薬品物理化学I 3 
化学分析学I 2 。薬 化 学I 3 
一析
子
一一分
剤
一品
薬一薬 尚 子 一 尚 子工一数学
一用
化一応 3一 一3一3学一学一学一
習
一色コ二造一実
一五
一製一
系
化
一製
一品
一学
一l
一薬
一化
一
斉
一切
一
見
薬一薬一生一合 化 学工 学I 2 
� �！＋1- 1 
生薬 学 II 3 I 1 1 推 計 学I 1 
合成化学系実習I 3 It是認；｜文 献 学I , 細含ス習ラ実ガエむ
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3 分析化学子、実習2 薬品製造化学
習
一習
実
一
実
析
一
理
分一物
※薬．事 衛生法規I 1 一一一一一 」ー」一一｜｜ ー ト－※薬局方 概論I 2 
薬剤師の免許を必要とするものは国家試験を受験するため
※印の選択科目を履修取得することが望ましい。
選択科目は随時変更することがある。
(1) 考備
第12園 評
（議題）
1 . 昭和42年9月卒業見込者の認定について
2 . その他
第13闘 評
（議題）
1 . 経済学部の問題について
第14固 評 議 会（10月1 1 日〉
（議題）
1. 経済学部の問題について
第15回 評 議 会（ 1 0月17日）
（議題）
1 . 昭和43年度富山大学学生募集要項（案）等について
2 . 経済学部の問題について
第16固 評 議 会（ 1 0月28日）
（議題）
1 . 経済学部の問題について
(2) 
議 会（ 1 0月6日）
会（10月10)議
第4固 協 議会
（協議会議題）
1 . 次期 学長候補者の選考について
（評議会議題）
1 . 教官人事について
2. 昭和43年度富山大学入学者選抜学力検査問題作成主任
委員の選考について
3 . その他
第5図 協議会
（協議会議題）
1. 富山大学教養部長の選考について
（評議会議題）
1 . 学生の再入学について
2. その他
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臨時用務員（厚生課）に採用する太 田 久 則
学 内 諸 報
学 部 長 の 改 選
文理学部長
高瀬文理学部長の任期満了（ 8月31日）にともなう学
部長選挙は7月5日文理学部において行なわれた。竹内
豊三郎教授が文理学部長に選ばれ， 9月 1 日に就任され
fこ。
竹内教授は昭和16年3月北海道帝国大学理学部を卒業
L，直ちに中島飛行機株式会社東京製作所に入社，同17
年8月より18年9月まで東京帝国大学航空研 究所に勤
務，昭和21年3月北海道帝国大学触媒研究所嘱託，同23
年7月岡大学助教授，同26年2月論文「気筒内の燃焼の
研究」により理学博士の学位取得。同年8月富山大学教
授に配置換，同33年11月から35年6月まで、学術研究の た
めアメリカ合衆国に出張。同42年4月富山大学評議員に
併任。石川県出身。
工学鶴長
上野工学部長の辞任申出により， 9月13日工学部にお
いて学部長選挙が行なわれ，村中利吉教授が工学部長に
選ばれ10月1日に就任された。
村中教授は昭和 8 年6月大阪帝国大学工学 部 を 卒 業
し，同年7月大阪市技手，高速鉄道部勤務。同 9 年2月
日本曹達技手，同1 3年12月日本特殊工業設計部長，同14
年5月不二越鋼材工業技師ならびに検査部長等に就任。
同23年3月高岡工業専門学校教授。同26年3月富山大学
工学部助教授。同29年12月富山大学工学部教授昇任。同
36年6月より38年5月まで評議員併任。高岡市出身。
教 養 部 長 就 任
教養部は昭和42年4月1日，教養部長の職務は横田学長
の教養部長事務取扱により発足したが， 9月23日教養部長
選挙が行なわれ，大島文雄教授が初代教養部長に選ばれ就
任された。
大島教授は大lE15年3月東京帝国大学文学部を卒業し，
昭和 2 年4月旧制富山高等学校教授，同24年6月富山大学
教授，同34年9月富山大学学生部長に併任，同37年9月富
山大学文理学部長事務代理，同42年4月富山大学評議員に
併任，同大学教養部に配置換，同42年10月同大学教養部長
併任。富山市出身。
昭和43年度富山大学大学院（修士課程）
合格者発表
昭和43年度富山大学 大学院薬学研究科募集人員約20名，
試験期日は9月19日，20 日。主学研究科募集人員34名，試
験期日は9月22日，23日。それぞれの研究科で試験を実施
し次のとおり合格者を発表した。
。 薬学研究科合格者 7 名（ 9月23日発表〉
塚 林 和 雄 大 西 須美子
宮 崎 博 子 市 沢 詔 子
ー7 -
学。
（教養のための県民講座）
教 養部主催による 富山大学開放講座が， 9月 9日から 10
月28日にわたり富山本願寺を会場として行われた。
一般県民の文化的環境をひろめ， 生活知識の向上をはか
る趣旨のもとに， 今回は人文科学を対象として 人文科学系
の教官全員がその講師となって開催された。
募集 人員 100 名はすでに締切前超過し， 申込みのことわ
りに係員は大わらわとなった。約2ヶ月にわた る当講座は
期間 中毎土曜，日曜日の午後 6 時から聞かれ，延べ 15固に
わたって行われたが ， 会社員の女性をはじめ，学校教員 ，
公務員，主婦，あるいは60才近くの年輩のひとびとをまじ
え， 毎回熱心な聴講がつづけられた。
最終回，大島教授の講義に引続き修了式が行われ， 優秀
出講者への修了証の伝達があって好評のうちに講座の幕を
閉じた。
触媒討論会
松潜ー） 昭和42年度秋季大会は， 本学文理学部国 文 学研究
室主催のもとに， 1 0月21日・22日の両日にわたって，本学
において行なわれた。
国 文学関係の，本学における学会開催は既に数度に及ぶ
が， 全国的な全分野にわたる学会は，今回最初の事とて，
関係者の寄せる期待は大きく， その成果は大なるものがあ
った。 参加人員は約250 名，地方における学会としては盛
会であった。
本学関係の講演者並びに研究 発表者は，大島文雄（教 養
部教授），山口博（文理学部助教授）， 増田欣（教育学部
助教授〉 である。
大会日程は次の通り。
第 1日く研究 発表〉「大伴家持語嚢考」職業訓練大学校
川上寅吉，「人麻白歌風の確立」神戸商船大学釜田喜
三郎，「貫之伝についての一考察」東海大学村 瀬敏
夫，「元良親王の色好み」 富山大学山口博，「芥川竜
之介と小泉八雲」弘前学院短大広 瀬朝光， 「赤い 鳥の
童話」 昭和女子大学滝沢典子， 「大衆文学前史」早稲
田大学興津要，「本居宣長の古道論」作新女子短大萱
沼紀子。く公開講演＞「俳 人浪化」 富 山 大 学 大島文
雄，「 中世文学界における歌謡と説話」国学院大学臼
田甚五郎。く懇親会〉
第2日く研究 発表＞「枕草子及び源氏物語から見た王朝
美」府立今宮工高西義一，「平安時代用語の語感」鈴
鹿工専進藤義治， 「唐物語と蒙求」鶴見女子大池田利
夫， 「太平記における白詩の訓読」 富山大学増田欣，
「黒部4 8ヶ 瀬とかや再考」 富山女子高清田季博， 「お
伽草子から仮 名草子へ」ニ松学舎大学青山忠一， 「万
の文反古のー視点」慶応大学桧谷 昭彦，「平山藤五の
説話学」北海道教育大学中塩清臣。く調査研究＞万葉
遺跡巡り。
伊 藤 和 子
滑 川 安 彦
工学研究科合格者1 4名（ 9月28日 発表〉
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日本化学会研究発表講演会・ 富山
地区講演会
日本化学会近畿支部・高分子学会北陸支部主催， 富山大
学後援により 10月27日 富山大学において研究 発表講演 会な
らびに 富山地区講演会が開催された。
当日は午前 9時より教育学部A・B両会場で21件の研究
発表講演があり，熱心な質疑応答が行なわれた。また午後
1時より学生会館で東京大学教授森野米三民の「分子構造
の正確な表現法」と大阪大学教授谷 久也氏の「立体特異性
重合触媒」についての講演があり，約300 名が聴講した。
その後下記の化学教育映画が上映され午後 5 時閉 会した。
映画題目
①Ionization energy 
② Molecular spectroscopy 
③ S hapes and polarities molecules 
④ Organic Synthesis 
全国大学国語国文学会
全国大学国 語 国 文 学会（事務局・東京大学代表理事 久
- 8ー
第21回触媒討論会が 10月 3日（火）から 5 日（木）まで
の 3日間， 富山大学学生 会館の大集 会室で行なわれた。 こ
の討論 会は， これまで，札幌，東京および大阪（または京
都）の3地区で交互に行なわれ， それ以外の地区へ 会場が
移されたのは今回が始めてである。討論 会への参加論文は
39件で， それ以外に研究発表が 13件あり， これ ま で の う
ち，もっとも件数の多い充実した 会となった。本学からは
榎本研究室（薬）と竹内研 究 室（文理）から 発表があっ
た。討論参加者は約4 0 0 名で， 各報告への討論のほか 3固
にわたり行なわれた。
総括討論に対しても時間的に制限しなければならない程
に活 発な討論がなされ， 今後の触媒研究への新しい多くの
示唆を残したのは大きな収穫であった。また多くの参加者
に， 本学における触媒研究の実態を紹介する機 会を持つこ
とが出来たのも特に付記すべき収種であった。
昭和42年9 月・10月
東海北陸地区国立学校廉務部課長
会議
！ 経済学部助教授 新田隆信 42 .10.1 5 ～43 .8 . 14 
！ 連合王国 ， アイルランド，アメリカ合衆国， ォーストラ
リア。英米法域諸国における立法過程の研究。
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臨時用 務員
教 育 学 部
助 教 授
薬 学 部
教 授
講 師
第13回東海北陸地区国立学校庶務部課長会議は 10月5 日
午前 10時より富山大学本部会議室にて開催された。
参加者は文部省大臣官房人事課総務班主査村上虎太氏を
初め 金沢大学，福井大学，岐阜大学，静岡大学，名古屋大
学， 愛知教育大学，名古屋工業大学， 鳥羽および富山商船
高等学校の各庶 務部課長ならびに事務長と，富山大学事務
局長，庶 務課長等約30名で「東海北陸地区国立学校庶 務系
職員の研修，非常勤職員に対する寒冷地手当相当給与の支
給について，および休憩時間，休息時聞について」種々検
討ならびに懇談を行ない，午後 3時会議を終7。続いて広l
貫堂を見学し，登山センタ』等を視察後解散した。
事務補佐員
工 学 部
教 授
教 務 員
技 能 員
教 養 部
教 授
技能補佐員
短期大学部
講 師 谷川
く住所変更＞
教 育 学 部
講 師
薬 学 部
事 務 官
教 養 部
講 師 石田
く町名変更〉
工 学 部
教 授
用 務 員
職員家族大運 動 会
第 6 回富山大学職員家族大運動会は 10月14日（土）午後
1 時より生憎雨天のため会場を変更し，新体育館で教職員
約300名参加のもとに開催され，競技内容および成績は次
のとおりであった。
競技種目
①びん玉レ』ス ②糸巻きレ』ス
④玉入れ ⑤なし狩り
⑦スプ』ンレース⑥綱引き
⑩渡し舟リレ」 ＠風船リレー
競技成績
優勝
次 勝
3位
4 位
静子
節道
正
宗隆
男俊勉正
金問
藤井本近酒
豊
斉藤
高田
③活字ひろい
⑥百足競走
①猫に紙袋
晋
雅子
田中
奥田
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経済学部・図書館・経営短大
教育学部・附層学校
薬 学 部
本 部
文理学部・教養部
工 学 部
I/ 
安弘
｜本 部1
9月 7 日 入学試験管理委員会
8 日 協議会（ 第 4回）ならびに評議会（ 第10回）
23・24 日 庶 務課レクリエ』ション（奥能登 1i白〉
23・24日 会計課レクリエ」ション（白雲楼ホテノレ 1
泊）
協議会（ 第 5 回）ならびに評議会（ 第11 回）
28・ 29日 大学本部物品管理検査
1 0月2・ 3日 向 上
東海北陸地区庶務部課長会議
誌日
上野 亨
瀬島 勝次 郎
要
主
25日
I/ 
職 員 文 化 展
本学職員レクリェーション文化部主催の職員文化展が10
月30日（月）より11月 4 日（土）まで文化の日を中心に学 ｜
生会館 第1集会室にて開催された。 ｜ 
会場には書道， 写真，絵画，手芸， 華道の各班から 60名
の作品が出品展示される一方， 同 期間中の 11 月 2 日に茶道
班による茶会が職員ホーノレで，一般職員の多数参加により｜
行われた。
教
張
本年9 月・ 10月における教官の外国出張者 は 次 の とお
り。
（所属官職氏名，出張期間，出張先国，出張目的のJI庚〉
教育学部助教授 大塚恵一 42.1 0.8 ～43. 10.7 
ドイツ連邦共和国。 社会科教育の理論構成のための基礎
研究。
出国外の-員
5 ・ 6 日
9 -
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6日 評議会（ 第12回〉
10 日 評議会（ 第13回〉
11日 評議会（ 第14回〉
14 日 事 務協議会
職員家族大運動会
17日 評議会（第15回〉
19・20日 共済組合北陸地区 協議会
21日 親和会レクリエージョ ン
28 日 評議会（ 第16回〉
28 ・29日 施設課Vクリヱ』ジョ ン（片山津温泉17白〉
30 ～11月 4 日 職員 文化展
｜文理学部1
9 月4 日 学部内予算配分委員会
6日 教授会
。 人事教授会
9 日 ・10 日 学部レクリエーション一 泊旅行（長野県
戸隠高原〉
13日 教授会
14 日 前期授業終了
23日 富山史壇会
10月 3 日 ～ 5 日 触媒討論会
12日 教授会
q 人 事教授会
q 選 考委員会
13日 後期授業開始
18 日 県教育委員会との就職懇談会
20 日 全国大学国語国文学会
27日 日本化学会近畿支部， 高分子学会北陸支部研究
発表講演会（会場富山大学）
｜教育学郵1
9 月 3 日 ～ 5 日 北信越附属学校 協議会
4 日 人 事教授会
8 日 教 務委員会
10 日 附属学校研究発表会
13日 教授会
q 予算委員会
q 職業補導委員会
18 日 選 考委員会
9 学部図書委員会
19日 選考委員会
20日 教授会
。 予算委員会
24 日 学窓会
27日 人事教授会
9 教 務， 補導合 同委員会
29 日 選 考委員会
。 予算委員会
品凶-r 
30 日 ・10月 1 日 学部 レク リ エ』 Yョ ン 一泊旅行（湯
田中温泉， 戸隠高原）
10月 3 日 附属学校運営委員会
4 日 教 務委員会
。 教 務， 補導合 同委員会
。 補導委員会
。 教授会
5 日 ・ 6 日 日本教育大学協会 第2部会音楽部会
7 日 後期授業開始
11日 予算委員会
12日 学部図書委員会
17日 附属小学校陸上競技大会
。 補導委員会
18 日 選 考委員会
18 日 予算委員会
。 附属中学校陸上競技大会
21日・22日 学部レクリエーション一 泊旅行（山代温
泉）
25日 補導委員と学生との懇談会
。 選 考委員会
26 日 人 事教授会
30日 教 務委員会
9 卒業証書授与（一部学生のみ）
｜経済学甑｜
9 月 1 日 授業開始
5 日 第26 回職業補導委員会
9 教 務委員会
7 日 人事教授会
9 第10 回教授会
1 1日 学部図書委員会
12日 財 務委員会
14 日 前期授業終了
"' 学部図書委員会
"' 第11回教授会
16日 補 講
16日・ 1 7日 学部レクリエーション一泊旅行（宇奈月
温泉・黒部峡谷）
18 日～26 日 前期末試験
19 日 第27回職業補導委員会
20日 財 務委員会
I 10月 2 日 人事教授会。 第12 回教授会
。 学部補導委員会
。 第28 回職業補導委員会
14 日 オリエンテ」ジョン
。 教 務委員会
16 日 後期授業開始
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報17日 第29回職業補導委員会
19日 第13回教授会
30日 教務委員会
｜？学 部！
9月 1日 教授会
。 昭和 43年度大学院薬学研究科願書受付（14日ま
で）
2日 カリキュラム小委員会
5 日 向 上
9日 第 i田和 漢薬シンポジウム 11日まで（立山荘
にて〉
13日 カリキュラム小委員会
14日 間 上
16日 教授会
19日・20日 昭和 43年度大学院薬学研究科入学試験
20日 薬学研究科委員会
21日 カリキュラム小委員会
22日 向 上
?3日 昭和43年度大学院薬学研究科合格者 発表
28日 教授会
29日 薬品製造工学教官選考委員会
10月 6 日 学部図書委員会
9日 教授会
13日 教授会
14日 専門課程進学学生オリエンテーショ ン
27日 学部図書委員会
I�一三＿！＿ I
9月 6 日 専任教授会及び一般教授会
。 大学院工学研究科委員会
13日 一般教授会
22日・23日 昭和 43年度大学院工学研究科入学試験
26日 大学院工学 研究科委員会
28日 教官懇談会
10月 4 日 一般教授会及び専任教授会
16日 一般教授会
17日 二年次学生オリエンテ』ショ ン
26日 工学部職員血液型検査実施
29日 学部レクリエ』ション（大牧温泉）
30日 一般教授会及び教官懇談会
｜教 養 部｜
9月 1日 授業開始
6 日 教授会
9日・10日 富山大学開放講座（ 第 1 ・第 2回）
9日・10日 職員レクリエ』ショ ン一 泊旅行（鶴来温
泉）
13日 教授会
昭和42年9月・10月
14目 前期授業終7
16日～30日 前 期末試験
16 日・17日 富山大学開放講座（第3・ 第 4回）
23日・24日 向 上（ 第5 ・第 6回）
23日 教養部長 選挙
。 教授会
30日 乗用車引受式
9月30日・10月 1日 富山大学開放講座（第7・第 8回〉
10月 7 日・ 8 日 同 上（ 第 9 ・第10回）
12日 後期授業開始
14日・15日 富山大学開放講座（ 第11・第12回）
18日 教授会
21日 工学部対文理 ・教養親善交歓野球
21日・22日 富山大学開倣講座（ 第13・第14回〉
28日 富山大学開放講座（ 第15回〉
30日 非実験系予算打合会
｜附属図書館1
9月 1日 時間外開館開始
。 指定図書目録配布
。 文献複写規則制躍と学内複写要領配布
2 日 パンフレット「指定図書」配布
5 日 事務打合会（ 第 5回）
7 日 向 上（本館内）
8 日 図書館商議会〈第3回〉
26日 事 務打合会（ 第 6回）
29日 向 上〈本館内）
10月 1日 受入係設置
19日 司書身分の説明会
25日 事 務打合会（本館内〉
28日・29日 職員レクリエ」ショ ン一 泊旅行（城崎温
泉）
｜経営短期大学部1
9月 10日・ 11日 短大事務レクリェ」ショ ン一 泊旅行（山
中 温泉）
16日・17日 経済・短大合 同レクリェ』ショ ン！ 泊旅
行（宇奈月 温泉）
18日～23日 前期末試験
22日 教授会
。 藤本教官送別会
25日～30 日 集中講義（経済学特殊講義〉
27日 九州大学副田教授との懇談会
1 1即日 後期授業開始
9 日 授業料減免選 考委員会
11日 教授会
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